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第２回 習志野市地域公共交通会議【会議録要旨】 

日 時：平成 24 年 9 月 24 日（月）午後２時～午後３時３０分 

場 所：習志野市消防庁舎 ５階講堂 

 

【会議次第】 

１． 開 会 

２． 委員長挨拶 

３． 議 題 

（１） アンケート調査の報告（速報） 

（２） 新たな地域公共交通の基本方針の検討 

（３） 新たな地域公共交通の運行計画の検討 

４． その他 

５． 閉 会 

 

【委員の出欠状況】 

出席委員  

榛澤委員 冨谷委員 花﨑委員 木下委員 小川委員 土屋委員 関口委員 

小宮山委員 鹿田委員 海老原委員 諏訪委員 福島委員 若林委員 

 

欠席委員（代理出席） 

吉田委員（木村氏） 鈴木委員（中山氏） 池田委員 
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【討議要旨】 

発言内容 結論及び事務局からの説明 

(1)アンケート調査の報告（速報） 
【委員】 

・ 谷津地域、花咲地域におけるアンケート調

査の調査対象数について。 

・ 10 才以上の市民を対象に谷津地域 1,500

人・花咲地域 1,500 人合計で 3,000 人を無

作為抽出し、アンケート調査を実施した。

(2)新たな地域公共交通の基本方針の検討 

■地域別基本方針について 

【委員】 

・ 「③花咲地域」では、「都市計画道路の整備

進捗を踏まえる」とあるが、それまでの当

該地域での検討方針について確認したい。

【事務局】 

・ 花咲地域は道路幅員等の制約があり現状で

の運行は難しいため、都市計画道路整備後

に路線バスの再編についてバス事業者と協

議を行い、路線バスが運行しても不便地域

が解消されない場合は、対応を検討する。

(3)新たな地域公共交通の運行計画の検討 

■運行車両について 

【委員】 

・ 乗車人数 9名のワンボックス車両で乗り溢

れた場合の対応策は。 

【委員】 

・ 乗車人数 9名のワンボックス車両では乗り

溢れの懸念があるため、乗車人数 10 名以上

のワンボックス車を使用してはどうか。 

【事務局】 

・ 乗り溢れについては今後対応策を検討して

いく。 

【事務局】 

・ 運行車両については今後精査を行ってい

く。 

■運行事業者について 

【会長】 

・ 運行事業者についての考えをお聞きした

い。 

【事務局】 

・ バス事業者、タクシー事業者とも運行は可

能と考えている。 

■総括 
【委員長】 

・ 本日の実証運行計画素案に基づき検討を

進め、以下の項目は引き続き今後精査を行

っていくことで良いか。 

 ○乗り溢れが発生した場合の対策について

○運行車両（乗車人数 9名または 10 名以上）

・ 全会一致で、検討を進めることの了解を得

る。 

以 上 


